
 

 

２４ 

阿
蘇
市
で
は
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
く
手
段
と
し
て
、
地
元
の

美
味
し
く
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
使

い
、
市
販
品
で
は
味
わ
え
な
い
豊

か
で
美
味
し
い
農
産
物
加
工
品
を

開
発
・
商
品
化
し
て
き
ま
し
た
。 

特
に｢

阿
蘇
た
か
な
漬｣

は
、
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
加

工

品

は
、
農

産
物

の
推

進
、
そ
し
て
農
業
の
振
興
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
今
後
も
農

産
物
加
工
品
の
開
発
・
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

 

「
阿
蘇
た
か
な
漬｣

 

混
ぜ
ご
飯
の
具
と
し
て
も
最
適
で
、

｢

た
か
な
飯｣

は
地
元
料
理
の
定
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

波野高原そばで作ったそば商品 阿蘇の大豆で作った納豆 農産物加工グループなどの商品 

特産のそば 

高冷地野菜のキャベツ 

リンドウの栽培 

特産の阿蘇いちご 

特産の阿蘇トマト 

【
林
業
の
振
興
対
策
】 

林
業
の
活
性
化
や
水
源
涵
養
及

び
国
土
保
全
を
促
す
た
め
、
森
林

所
有
者
等
に
よ
る
森
林
施
業
の
実

施
に
不
可
欠
な
地
域
活
動
支
援
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
計
画
的
か
つ

一
体
的
な
森
林
施
業
の
実
施
活
動

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

農林業の多面的 

 機能を有する阿蘇 

農林業を営むことで、国土

の保全、九州の水源の涵養、

自然環境の保全、良好な景観

の形成、食文化の伝承、地産

地消による学校の食育活動な

ど、多面的な機能が発揮さ

れ、私たちの生活に大切な役

割を持っています。 

間伐の様子 人工林の杉林 

 

 

季節ごとの阿蘇の田園風景 

２３ 

春 

夏 

秋 

冬 

実りの秋の稲刈り作業 

阿
蘇
市
は
、
比
較
的
平
坦
な
地

域
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
山
間
地
域

で
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

特
性
を
い
か
し
た
営
農
形
態
の
中

で
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 比

較
的
平
坦
な
地
域
で
は
、
稲

作
と
畜
産
が
中
心
で
あ
り
、
ト
マ

ト
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
施
設

園
芸
も
盛
ん
で
す
。
畑
作
物
が
中

心
の
山
間
地
域
で
は
、
高
冷
地
野

菜
・
そ
ば
・
花
き
な
ど
が
盛
ん

で
、
中
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
は
九
州
有

数
の
生
産
地
で
す
。 

 

【
農
業
振
興
対
策
】 

地
域
づ
く
り
を
基
礎
と
し
た
営
農
体

系
の
確
立
を
推
進
し
、
地
域
が
知
恵
と

工
夫
を
凝
ら
し
た
地
域
づ
く
り
を
行

い
、
か
つ
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
よ

る
足
腰
の
強
い
農
業
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

 

元
気
あ
る
農
業
・
農
村 

づ
く
り
を
目
指
し
て 

【
畜
産
の
振
興
対
策
】 

草
原
を
利
用
し
た
周
年
放

牧
な
ど
の
推
進
、
効
率
的
で

生
産
性
の
高
い
畜
産
経
営
の

育
成
、
耕
種
と
畜
産
と
の
連

携
の
強
化
を
含
め
た
有
機
資

源
循
環
の
推
進
と
、
水
田
と

草
原
を
利
用
し
た
畜
産
経
営

の
効
率
的
な
安
定
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

特産の阿蘇トマト 


